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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 134,771 6.2 6,824 17.5 7,200 12.0 4,892 4.7

2024年３月期 126,912 △3.6 5,809 △7.6 6,431 △4.8 4,674 △5.9

（注）包括利益 2025年３月期 3,876百万円 （△37.5％） 2024年３月期 6,205百万円 （22.8％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 164.32 － 5.6 5.8 5.1

2024年３月期 151.79 － 5.4 5.1 4.6

（参考）持分法投資損益 2025年３月期 －百万円 2024年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 121,332 86,231 71.1 2,920.65

2024年３月期 127,694 88,193 69.1 2,900.78

（参考）自己資本 2025年３月期 86,231百万円 2024年３月期 88,193百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 4,471 3,272 △6,320 15,037

2024年３月期 5,023 △2,432 △4,890 13,557

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 0.00 － 65.00 65.00 1,976 42.8 2.3

2025年３月期 － 30.00 － 45.00 75.00 2,214 45.6 2.6

2026年３月期（予想） － 35.00 － 35.00 70.00 42.2

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 66,700 2.7 2,700 △7.3 3,000 △0.6 2,000 △1.0 67.74

通期 140,000 3.9 6,700 △1.8 7,200 △0.0 4,900 0.2 165.96

１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（２）連結財政状態

（注）当連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度に係る各数値については、暫定的な会計

処理の確定の内容を反映させております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2025年３月期期末配当金の内訳　普通配当35円00銭　記念配当10円00銭

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期 30,000,800株 2024年３月期 30,886,000株
②  期末自己株式数 2025年３月期 476,172株 2024年３月期 482,636株
③  期中平均株式数 2025年３月期 29,773,640株 2024年３月期 30,798,072株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 129,870 7.4 6,737 23.2 7,373 21.5 5,161 15.6

2024年３月期 120,932 △4.2 5,468 △5.8 6,068 △2.9 4,463 △3.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 173.35 －

2024年３月期 144.92 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 117,732 84,514 71.8 2,862.50

2024年３月期 124,168 86,357 69.5 2,840.41

（参考）自己資本 2025年３月期 84,514百万円 2024年３月期 86,357百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料10ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計
方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

当連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度に係る各数値

については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、中国経済の減速による影響や円安の長期化、中東等の地政学リスクの顕

在化など先行き不透明な事業環境の中ではありましたが、インバウンド需要の回復など消費関連業種が景況感を押

し上げ、緩やかな回復基調が見られました。

当社グループを取り巻く機械器具関連業界におきましては、原材料や燃料価格の高騰、人件費上昇による製造コ

ストの増加など厳しさがあるものの、脱炭素やＤＸ、人手不足対応などに向けた省力化投資ニーズは底堅く推移い

たしました。

このような状況の下、2024年度を初年度とする第４次中期経営計画『New Dedication2026』～新たな貢献へ～を

策定し、これまでに創り上げてきた「提供価値」と磨き上げてきた「商社機能」にサステナビリティの視点も加

え、継続的な成長と持続可能な社会の実現に取り組んでまいりました。

具体的には、国内各地で開催された総合展示会への出展を継続的に行い、人手不足・労働力不足といった社会課

題の解決策として、工程間搬送や設備管理の自動化提案を実施いたしました。

また、生産工程のデジタル化、［ＤＸ］×［自動化］としてモビリティロボティクスをテーマに、各種ＡＧＶ

（無人搬送車）／ＡＭＲ（自律走行搬送ロボット）の運行や関連設備との連携を実際に体験できる施設「＆Ｎ Ｌ

ＡＢＯ ＯＳＡＫＡ ＥＡＳＴ２ ＳＩＴＥ」をオープンいたしました。さらに、ＴＢグローバルテクノロジーズ株

式会社から業務用搬送アシストロボットに関する事業を譲受し、事業展開を開始しております。ただし、現時点で

の業績への影響は軽微であります。

また、これまでのモノづくり部門へのビジネスに加え、グループ会社である株式会社アペルザと協業で、取引先

向けにＤＸセミナーを開催し、新たな領域となる事務部門の定型業務プロセスの自動化や見積・受発注管理の効率

化についての提案を開始いたしました。

この結果、当連結会計年度におきましては、売上高1,347億７千１百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益68億

２千４百万円（前年同期比17.5％増）、経常利益72億円（前年同期比12.0％増）となり、親会社株主に帰属する当

期純利益につきましては、48億９千２百万円（前年同期比4.7％増）と増収増益となりました。商品別としまして

は、動力伝導機器分野では、精密減速機、伝導用ベルト、クラッチ・ブレーキ等が堅調に推移した結果、売上高

558億６千２百万円（前年同期比5.4％増）となりました。 産業機器分野では、コンベヤ関連機器、システム関連

機器が堅調に推移した結果、売上高325億３千５百万円 （前年同期比9.3％増）となりました。 制御機器分野で

は、サーボモータ、センサー、ロボット関連機器等が堅調に推移した結果、売上高463億７千３百万円（前年同期

比5.1％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ63億６千１百万円減少し、1,213億３千２百万円

となりました。流動資産は、前連結会計年度末に比べ45億５千７百万円減少し、803億１千万円となりました。こ

れは、現金及び預金が５億１千４百万円、売掛金が10億５千８百万円、契約資産が10億１千万円それぞれ増加した

ものの、受取手形が13億６千万円、電子記録債権が14億６千５百万円、有価証券が37億５千９百万円、商品及び製

品が６億５千７百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ18億４百万円減少し、410億２千２百万円となりました。これは、建設仮

勘定が14億５千８百万円増加したものの、投資有価証券が27億８千５百万円減少したこと等によるものでありま

す。

　当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ43億９千９百万円減少し、351億１百万円となりま

した。流動負債は、前連結会計年度末に比べ37億３千４百万円減少し、269億５千２百万円となりました。これは

支払手形及び買掛金が16億８千万円増加したものの、電子記録債務が54億５千４百万円減少したこと等によるもの

であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ６億６千５百万円減少し、81億４千８百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金が５億６千４百万円、その他有価証券評価差額金が11億６千４百万円それぞれ減少したこ

と等により、前連結会計年度末に比べ19億６千２百万円減少し、862億３千１百万円となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ14億７

千９百万円増加し150億３千７百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、44億７千１百万円（前年同期において得られた資金50億２千３百万円）となり

ました。これは主に、仕入債務の減少額が38億７千３百万円あったものの、税金等調整前当期純利益が72億２千２

百万円、減価償却費が12億６千９百万円、売上債権の減少額が９億２千１百万円、棚卸資産の減少額が７億２千５

百万円あったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は、32億７千２百万円（前年同期において使用した資金24億３千２百万円）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が23億４千３百万円あったものの、定期預金の払戻による収

入が10億７千４百万円、有価証券の償還による収入が20億円、投資有価証券の売却及び償還による収入が30億６千

４百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、63億２千万円（前年同期において使用した資金48億９千万円）となりました。

これは自己株式の取得による支出が30億６千３百万円、配当金の支払額が28億５千９百万円あったこと等によるも

のであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、米国政権の関税政策の影響が直接的・間接的にどの程度のものとなるか予測が難

しい状況ではありますが、幅広い地域・業種のお客様との取引を強みとして活かし、成長市場での活動に注力して

まいります。また、グループ会社である株式会社アペルザとの連携を強化し、新たなサービスの開発にも取り組ん

でまいります。

　次期の連結業績見通しにつきましては、売上高1,400億円、営業利益67億円、経常利益72億円、親会社株主に帰

属する当期純利益49億円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,042 15,557

受取手形 3,442 2,082

売掛金 17,380 18,438

契約資産 401 1,411

電子記録債権 21,373 19,908

有価証券 10,007 6,248

商品及び製品 16,409 15,751

仕掛品 68 38

原材料及び貯蔵品 46 57

その他 700 821

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 84,868 80,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,087 11,576

減価償却累計額 △5,563 △5,885

建物及び構築物（純額） 5,524 5,690

機械装置及び運搬具 1,538 1,525

減価償却累計額 △607 △748

機械装置及び運搬具（純額） 931 776

土地 7,761 7,959

リース資産 7,632 7,111

減価償却累計額 △3,036 △2,769

リース資産（純額） 4,596 4,341

建設仮勘定 85 1,543

その他 1,459 1,507

減価償却累計額 △803 △1,048

その他（純額） 656 459

有形固定資産合計 19,554 20,771

無形固定資産

のれん 2,262 2,073

顧客関連資産 410 369

その他 539 580

無形固定資産合計 3,211 3,023

投資その他の資産

投資有価証券 18,730 15,945

長期貸付金 25 21

繰延税金資産 52 44

その他 1,251 1,221

貸倒引当金 △0 △5

投資その他の資産合計 20,059 17,227

固定資産合計 42,826 41,022

資産合計 127,694 121,332

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,153 12,834

電子記録債務 15,676 10,222

リース債務 358 390

未払法人税等 1,120 1,285

契約負債 320 443

賞与引当金 614 620

その他 1,442 1,155

流動負債合計 30,686 26,952

固定負債

リース債務 4,643 4,369

繰延税金負債 2,822 2,447

退職給付に係る負債 90 92

その他 1,258 1,238

固定負債合計 8,814 8,148

負債合計 39,501 35,101

純資産の部

株主資本

資本金 5,368 5,368

資本剰余金 6,283 6,283

利益剰余金 70,147 69,583

自己株式 △1,015 △1,398

株主資本合計 80,783 79,836

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,182 6,018

為替換算調整勘定 228 376

その他の包括利益累計額合計 7,410 6,394

純資産合計 88,193 86,231

負債純資産合計 127,694 121,332
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 126,912 134,771

売上原価 107,816 114,091

売上総利益 19,096 20,680

販売費及び一般管理費 13,286 13,855

営業利益 5,809 6,824

営業外収益

受取配当金 250 274

仕入割引 303 290

為替差益 175 －

その他 158 196

営業外収益合計 887 761

営業外費用

支払利息 157 150

為替差損 － 52

固定資産処分損 22 104

自己株式取得費用 53 63

その他 33 14

営業外費用合計 265 385

経常利益 6,431 7,200

特別利益

投資有価証券売却益 459 22

固定資産売却益 6 －

特別利益合計 465 22

特別損失

役員退職慰労金 50 －

特別損失合計 50 －

税金等調整前当期純利益 6,847 7,222

法人税、住民税及び事業税 2,190 2,296

法人税等調整額 △17 33

法人税等合計 2,172 2,330

当期純利益 4,674 4,892

親会社株主に帰属する当期純利益 4,674 4,892

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当期純利益 4,674 4,892

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,461 △1,164

為替換算調整勘定 69 148

その他の包括利益合計 1,530 △1,015

包括利益 6,205 3,876

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 6,205 3,876

（連結包括利益計算書）

- 7 -

株式会社日伝(9902) 2025年３月期　決算短信



（単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他有価
証券評価
差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 5,368 7,283 68,460 △672 80,439 5,721 158 5,880 86,319

当期変動額

剰余金の配当 △2,041 △2,041 △2,041

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,674 4,674 4,674

自己株式の取得 △2,448 △2,448 △2,448

自己株式の消却 △2,105 2,105 － －

利益剰余金から資
本剰余金への振替

1,104 △1,104 － －

連結範囲の変動 0 158 159 159

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

1,461 69 1,530 1,530

当期変動額合計 － △999 1,687 △343 343 1,461 69 1,530 1,874

当期末残高 5,368 6,283 70,147 △1,015 80,783 7,182 228 7,410 88,193

（単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他有価
証券評価
差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 5,368 6,283 70,147 △1,015 80,783 7,182 228 7,410 88,193

当期変動額

剰余金の配当 △2,861 △2,861 △2,861

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,892 4,892 4,892

自己株式の取得 △3,000 △3,000 △3,000

自己株式の消却 △2,599 2,599 － －

譲渡制限付株式報
酬

4 18 22 22

利益剰余金から資
本剰余金への振替

2,594 △2,594 － －

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△1,164 148 △1,015 △1,015

当期変動額合計 - - △564 △382 △946 △1,164 148 △1,015 △1,962

当期末残高 5,368 6,283 69,583 △1,398 79,836 6,018 376 6,394 86,231

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,847 7,222

減価償却費 1,270 1,269

のれん償却額 － 188

顧客関連資産償却額 － 41

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 5

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △0 2

受取利息及び受取配当金 △320 △349

支払利息 157 150

投資有価証券売却損益（△は益） △459 △22

固定資産処分損益（△は益） 22 104

売上債権の増減額（△は増加） △1,957 921

棚卸資産の増減額（△は増加） 158 725

その他の資産の増減額（△は増加） △636 266

仕入債務の増減額（△は減少） 2,137 △3,873

その他の負債の増減額（△は減少） 353 △296

その他 △110 30

小計 7,478 6,393

利息及び配当金の受取額 350 379

利息の支払額 △157 △150

役員退職慰労金の支払額 △112 －

法人税等の支払額 △2,535 △2,150

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,023 4,471

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000 △128

定期預金の払戻による収入 21 1,074

有価証券の償還による収入 1,000 2,000

有形固定資産の取得による支出 △1,661 △2,343

有形固定資産の売却による収入 51 1

有形固定資産の処分による支出 － △70

無形固定資産の取得による支出 △324 △279

投資有価証券の取得による支出 △291 △101

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,653 3,064

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△1,899 －

貸付けによる支出 － △81

貸付金の回収による収入 5 95

その他の支出 △10 △6

その他の収入 23 48

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,432 3,272

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △347 △370

自己株式の取得による支出 △2,502 △3,063

配当金の支払額 △2,041 △2,859

その他 － △27

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,890 △6,320

現金及び現金同等物に係る換算差額 136 56

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,163 1,479

現金及び現金同等物の期首残高 15,368 13,557

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 353 －

現金及び現金同等物の期末残高 13,557 15,037

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっ

ております。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（企業結合等関係に関する注記）

企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

2024年３月25日（みなし取得日2024年２月29日）に行われた株式会社アペルザとの企業結合について、前連結会

計年度末において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当連結会計年度の連結財務諸表に含まれる比較情報において取得原価の当

初配分額に重要な見直しが反映されております。

この結果、前連結会計年度末において暫定的に算定されたのれんの金額2,534百万円は、会計処理の確定により

272百万円減少し、2,262百万円となっております。のれんの減少は、顧客関連資産が410百万円、繰延税金負債が

137百万円それぞれ増加したことによるものであります。

のれんの償却期間は12年、のれん以外の無形固定資産に計上した顧客関連資産の償却期間は10年であります。

（セグメント情報等の注記）

当社グループの事業は、動力伝導機器、産業機器、制御機器等の機械設備及び機械器具関連商品の販売及びその他

の事業でありますが、その他の事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり純資産額 2,900.78円 2,920.65円

１株当たり当期純利益 151.79円 164.32円

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,674 4,892

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
4,674 4,892

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,798 29,773

（１株当たり情報の注記）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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